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背景・経緯

2018.11.1 ニュースリリース

日本ユニシス、アイスクウェアド、
ファシリティマネジメント
ソリューション「ARCHIBUS」の
構築・販売において業務提携開始

• ファシリティマネジメント分野における世界
最大手ソフトウェアプロバイダーである米国
ARCHIBUS社のソフトウェア「ARCHIBUS」
の構築・販売・関連サービスにおいて業務提
携を開始。

• 今回の業務提携を通し、両社は、建物オーナ
ーや自治体のLCC 削減と施設利用者向けサー
ビス向上を目指し、建物施設価値の最大化を
実現することで、より高度なスマートタウン
の実現を目指します。

販売提案構築
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日本におけるＦＭの現状、そしてこれから

20%
損益計算書上、不動産やオ
フィスなどのビルに関連し
た費用が２０％を占める。

25～35%
貸借対象表上、３５％の資
産は不動産やビルなど施設
資産である。

◼ 人件費の次に高いとされるファシリティコストの固定化、求められる「変化」への対応

• ファシリティ管理者は正確に施設パフォーマンスを計算する必要があ

り、実績データに基づいたＰＤＣＡ（実態把握と評価、計画と実
行）が求められます。

• しかし、この負荷は膨大で、ある程度どんぶり勘定で計画し、ざっ
くり実態把握するのが一般的です。

• このため、日本は海外に比べ、ファシリティコストは固定費として
かかるものと諦められてしまうケースが多数を占めます。

一方で、ビジネス環境の変化（グローバル化・Ｍ＆Ａ等）にスピーディ
に対応する必要に迫られ、改善分野として注目が集まっています。

◼ イノベーションを生み出す環境の整備・優秀な人材の確保

• ビジネスの成長のためにイノベーションの創発が求められており、従
来と違った柔軟な組織間のコラボレーションを促すオフィスづくりが
進んでいます。

• さらに、働き方がより多様化し、新興企業など職場の選択肢が増え、
人材の流動化が加速しており、企業にとって優秀な人材の確保・獲得
は喫緊の課題です。

• フリーアドレス化によって創出した空きスペースを活用したアメニテ
ィスペースの創出や、よりクリエイティブかつ効率的な職場環境の整
備など、ファシリティへの要請は高まりつつあります。
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ＦＭ（ファシリティ・マネージメント）とは

◼ FMとは
企業等が組織活動のために、ファシリティ(土地、建物、構築物、設備等とその環境)を総合的に
企画・管理・活用する（ＰＤＣＡを回す）経営活動

経営戦略・計画

運営維持

評
価

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理

ＦＭ戦略・計画

不動産取得
施設賃貸借
建物建設
ワークプレイスづくり
大規模改修

維持保全
運用管理
サービス

品質評価
財務評価
供給評価

ＦＭ計画
中長期実行計画

統括
マネジメ

ント

Ｐｌａｎ

Ｄｏ

Ａｃｔ

Ｃｈｅｃｋ

PDCAを回して改善
をし続けることがFM

であり経営活動

個別最適ではなく
総合的なマネジメ

ントが必須

出展：「第四の経営基盤～日本企業が見過ごしてきたファシリティマネジメント」（JFMA）
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日本におけるＦＭの課題

◼ 現状のFMの課題

• 事業部門や子会社はオフィスや工場といったファシリティを独自に保有したり管理したりしていること
が多く、情報が散在し、かつ標準化されてなく、経営組織全体の状況が正しく・タイムリーに掴めない

• 部門横断的に全情報を提供でき、経営の戦略的意思決定を支援するFMデータベースが必要であり、統合
基幹業務システム（ERP）とリンクし、財務・人事情報と連携することが望ましい（が、それがない）

人事

FMデータベースが
なく、経営組織全体
の状況がつかめない
※PDCAが回せない

出展：「第四の経営基盤～日本企業が見過ごしてきたファシリティマネジメント」（JFMA）

ＩＴ

財務

ＦＭ

機
能
別
戦
略

事業別戦略

ERP
システム

FM
データベース

経営
トップ

※ざっくり、年１回
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FMの国際標準 - ISO 41000S(FMマネジメントシステム)

✓ ISO 41000シリーズ

出典：http://www.jfma.or.jp/FORUM/2018/doc/0222-1240-F.pdf

✓ ISO 41001とISO 41012

• システム全体はISO 41001により
PDCAマネジメントサイクルで管理
※ISO 41001はFMマネジメント国際

認証規格
• ISO 41012は、右図内の「D(Do)の調

達」に関するプロセスフロー

※ISO41001は2018年4月にリリース

http://www.jfma.or.jp/FORUM/2018/doc/0222-1240-F.pdf
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ARCHIBUSについて
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ARCHIBUS導入企業 抜粋

ARCHIBUS導入企業 抜粋

世界の190以上の国と地域で、800万人以上のユーザーと24,000社を超える導入実績をもつ世界で最
も広く使われているワークプレイス管理ソリューション（Integrated Workplace Management 
System）です。フォーチュン500社のうち400社以上に採用頂いています。

※近年では、中国系の大手IT企業の多数が採用している

http://www.gm.com/
http://img4.wikia.nocookie.net/__cb20130202043717/logopedia/images/a/a0/Warner_Bros._logo_(1984).png
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ARCHIBUS概要

会社組織、従業員、ファシリティスペース、資産、ファシリティ管理コスト、ファシリティ付帯コスト等を正
確に把握することでムダ、ムリ、ムラのない業務を実現し経費削減による利益の出る組織体質に変革可能！

Real Estate Management
（主に不動産管理）

• CAD/BIM統合

• 戦略的スペース計画（シナ
リオ分析）

• 従業員へのサービス管理

• スペース管理

• 移動管理

• リソース計画

Sustainability and Energy 
Management
（主にエネルギー管理）

Capital Project Management
（主に大規模修繕等のプロジェクト管理）

Maintenance Management (CMMS)
（主に設備保全管理）

Facilities Management
（主にスペース管理）

• アセット管理（資産台帳）

• 作業リクエスト管理

• 計画・予防保全

• ワランティ管理

• パーツ在庫管理

• ベンダー管理

• SLA管理

• ビル管理システム連携による省エネ
管理

• パフォーンマンス指標モニター

• エネルギーベンチマーク

• CO2排出量トラッキング

• エネルギー効率化プロジェクト分析

• 戦略的不動産計画

• トランザクション管理

• RFP分析

• リース分析・リース会計管理

• ポートフォリオ管理

• 税管理

• プロジェクト管理（計画、設計、予算
化、入札、調達、等）

• コスト、リソース管理

• プロジェクト内ドキュメント、図面管
理、スケジューリング、クリティカル
パス分析、等）

IWMS（Integrated Workplace Management Solution）
統合された 働く場所 マネジメント
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ソリューション全体概要

ARCHIBUS

BIM Modeler AutoCAD

設計情報、地図情報と連携しながら施設に関わる
情報・業務プロセス・プロジェクトをユーザーの
分かりやすいカタチで提供するプラットフォーム
です。

建築設計情報
連携

建築ビューワー
情報共有

ホスト・基幹システム

Viewer

地図情報
連携

モバイ
ル対応
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建物管理の基盤として

スペース、設備メンテナンス、リース管理等を正しく、タイムリーに見える化
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FMの目標

①品質目標 － 生産性の高いファシリティを

•品格性 ：地域性／景観性／ブランディング

•快適性 ：居住性／エルゴノミクス(人間工学に基づいた設計)／保健性

•生産性 ：機能性／効率性／利便性／融通性／俊敏性

•安全性 ：防災性／防犯性／機能継続性

•耐用性 ：耐久性／可変性／整備性／更新性

•環境性能 ：省エネルギー／LCA（Life Cycle Assessment）

•満足度 ：利用者満足度

②財務目標 － 経済的なコストで

•ファシリティコスト ：収益性（損益計算書）

•施設資産 ：所有妥当性と保全性（貸借対応表）

•施設投資 ：投資回収性（キャッシュフロー計算書）

•ライフサイクルコスト：生涯費用の最適化

③供給目標 － 最小必要なものをタイムリーに提供

•需要対応性 ：施設面積の過不足

•施設利用度 ：施設資産の有効活用有無

•サービス供給 ：サービスの質と量
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最後に - 企業財務とFM

①施設資産は総資産の20%以上 ／ 日本の法人所有の不動産は約430兆円

•企業の総資産に占めるFM対象施設資産の比率は、20%～25% (財務総合研究所の法人企業統計 2015年度より)

•平成25年1月時点 法人所有不動産(国土産業省「土地基本調査」)は、約430兆円

•平成24年度 公的不動産(内閣府 国民経済計算 平成24年度確定版)は、約590兆円

②ファシリティコストは、人件費につぎ高い経費の支出

•ファシリティコスト(水道光熱費、ファシリティ運用費用、清掃費など)は「販売費および一般管理費」となる。

ファシリティコストの販売費全体占める比率は、7%～15% で人件費に次ぐ大きな金額である。

①経営の評価指標 ROA(総資産利益率)・ROE(自己資本利益率)の向上

•FM部門で年間ファシリティコストを2億円削減できれば、2億円利益が増加し、ROA・ROEが向上する。

•活用されていない資産(遊休資産)を売却し、資産額を低減(施設資産を縮小)することにより、ROAを向上させる。

②グローバル施設資産の統括マネジメントによる全体最適化

•米国を中心とするグローバル企業では、グローバルに分散している不動産を連結して統括的にマネジメントしている。

FM部門を創設し、グループ会社を含めたグローバルな統括的マネジメントにより、全体最適を行う。

FMを導入することにより・・・




